
ボックスカルバート（協会型）施工要領 
 
1.施工順序 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
2.ボックスカルバートの敷設 

2-1.敷設方向 

 

 

 

 

 
【解  説】 

ボックスカルバートの敷設は，図 2-1 に示すように継手部の受口側を敷設基盤の高い方に向けて，

敷設基盤の低い方より高い方に向かって行うことを原則とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 2-1 敷設方向 

下図-1

図-1 施工順序



2-2.芯出し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
2-3.据付工 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
図 2-2 吊込み施工例 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



2-4.接合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【解  説】 

(a)  ボックスカルバートの継手面の清掃およびパッキン材の点検は，継手部の水密性を確保する

ために入念に行う必要がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
(b)  引込みは，現場の状況に応じて，安全で確実な方法を選択する。一般に用いられている引込

み機材とワイヤーロープの取付け方法は，図 2-3 に示すとおりである。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 2-3 引込み作業 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（PC 鋼棒による縦連結）必要に応じて対応 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



2-5.埋戻し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


